
 

 

 

 

 

 

 

 
 

諦めたくなる自分に勝つために  校長 別枝昌仁 
  
先日、宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の方の講話を聞く機会を得ました。国内のロケット開発史

や、打ち上げまでの工程、ＪＡＸＡが近い将来火星を目指していることなどのお話でした。講話後、講

師の方とお話ができたので、新型国産ロケットＨ３の２号機打ち上げ時期を尋ねました。すると、返っ

てきたのは意外な答えでした。 

H３ロケットは約３０年振りの新型国産ロケットです。その初号機は今年３月７日に打ち上げられた

ものの、２段目エンジンが点火せず、本部からの指令で破壊されました。この出来事は「打ち上げ失敗」

として報じられ、次回の発射まで数年はかかるとする専門家の見解も示されていました。ですから、私

は２号機打ち上げには相当な時間がかかるだろうと予想していました。しかし、講師の方の答えは「本

年度中にはいいお知らせができると思います。」というものでした。既に原因究明と課題解決がなされて

いたのです。 

目標を達成する人々に共通の行動があります。それは、「できるまでやる」、あるいは「試行錯誤を繰

り返す」ということです。このことは、言葉にすると簡単そうですが、実行が難しいことを私たちは知

っています。では、目標達成に向けて、「できるまでやる」、「試行錯誤を繰り返す」ことができるように

なるためにはどうすればよいのでしょうか。 

Ｈ３初号機打ち上げ翌日の新聞に、ある言葉が紹介されていました。国産ロケットの父である故糸川

英夫さんの「新たな挑戦をする事業に失敗という言葉を当てはめるのは間違っている。うまくいかなか

った成果の蓄積の上に偉大な達成がある。」という言葉です。ロケット開発の歴史は、打ち上げ失敗の歴

史とともに紡がれています。糸川さんたち開発者は、「打ち上げ失敗」の度に浴びせられる批判の中で

も、諦めることはありませんでした。周囲が「失敗」と見なすことを、「うまくいかなかった成果」と捉

えていたからこそ、自分たちの可能性を信じ続けることができたのだと考えます。 

11月も学校内外で多くの行事がありました。文化発表会、イングリッシュスピーチコンテスト、県駅

伝大会、修学旅行や生徒会引き継ぎ総会などでの様子を見ていると、そこには、一生懸命に真面目に取

り組む生徒たち、それを支持し、協力し、心からの拍手を送る生徒たちがいました。できるかどうか分

からないことへの挑戦を楽しみ、その達成のために努力を続け、途中で成果が出なくても「うまくいか

なかった成果」を蓄積し、最終的に大きな達成感を得ている。中学生活で経験する行事は、ロケット開

発のような国家的なプロジェクトと比較すれば小さな取組かも知れません。しかし、どちらとも目標達

成に必要なのは、「うまくいった成果」と「うまくいかなった成果」を蓄積しながら「できるまでやる」、

「試行錯誤を繰り返す」ことであり、両者に違いはないと思います。 

大きな行事を終えた今、３年生には受験が、１，２年生には学習面のまとめの時が迫っています。本

気で挑戦、本気で努力すれば、その分だけ質の高い「うまくいった成果」と「うまくいかなかった成果」

が蓄積されます。今月、多くの感動を与えてくれた本校の生徒たちなら、きっとやれると信じています。 
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出水市立出水中学校 令和５年度 11月号 

学校便り 
～気付き，考え，実行する出水中～ 

 
〒899-0207 出水市中央町 1262 番地         0996-63-2166   📠 0996-62-9770 

自主 

努力 
敬愛 

２年修学旅行【11/14(火)～16（木）】 
 ５月の３年生に続き、２年生も修学旅行に

行ってきました。３日間でたくさんのことを

学びました。解散式で校長先生は、「時間を守

り、前で一生懸命に話をする人に誠意をもっ

て応えようとしていた」と話されました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 の 行 事 予 定 

日 曜 校 内 行 事 等 日 曜 校 内 行 事 等 

1 金 生徒集会 食育講話(１年、２年) 【あいさつの日】 16 土 【青少年育成の日】【市民読書の日】 

2 土  17 日 【家庭の日】 

3 日 「いずみツルガイド博士」ボランティアガイド結団式 18 月  

4 月 
PTA「笑顔いっぱいあいさつ運動」(１年)  
職員会議 

19 火 
義務教育課学校訪問  
お弁当の日 生徒会専門委員会 

5 火 イングリッシュデイ 20 水 学年部会 

6 水 教科部会 学年部会 21 木  

7 木  22 金 大掃除 終業式 職員会議 学年部会等 

8 金 
社会を明るくする運動ミニ講演会 学年集会 
読み聞かせ(２年) 人権教室(２年、３年) 

23 土 【子どもといっしょに読書の日】 

24 日 国際交流プログラム@大成國民中學(～29 日) 

9 土 学級 PTA 門松づくり(13:30～) 25 月 県いじめ問題子供サミット 

10 日  26 火  

11 月 マイエプロン(～21 日) 学年部会 27 水  

12 火 特別支援・就学指導委員会 28 木 仕事納め 

13 水 校内推薦委員会 29 金  

14 木  30 土  

15 金 全校集会 【家庭学習充実の日】 31 日       ※３学期始業式は 1/9（火） 

 

期末テストの一部 CBT化【11月 21日～】 

一部の教科で CBT を実施しました。テストでタブ

レットを使って答えている様子 

は新鮮で、新しい時代の幕開け 

を感じました。大きなトラブル 

もなく、無事に終えることがで 

きました。 

 

文化発表会【11/２(木)】 

直前に感染症の拡大の恐れが生じたため、残念ながら学

年別での開催となりましたが、どの学年の舞台発表もすば

らしく、感動で涙がこぼれてきました。武道館と多目的ホ

ールの２か所に整然と並べられた展示作品も手が込んで

いるものばかりで、一日で撤去するのはもったいないとい

うことでホームページにコーナーを作り、みなさんにゆっ

くり観ていただけるようにしてあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

生徒会引継総会【11/27(月)】 ※敬称略 

生徒会 

本部役員 

生徒会長 副会長 

秋吉敬陽 馬場勇颯 山浦潤音 

書記 会計 

池田千聖 尾崎 蘭 増田莉依奈 平良佳里奈 
  
スローガン「Shining Forever」 

  より良い学校をつくり、一人一人がいつまでも輝き続ける 

 学習 生活 文化厚生 環境美化 

長 市森碧海 石神瑞樹 牧野一颯 下薗虹空 

副 矢野太心 丸畑柚葉 松尾朋音 碓井智太郎 

 給食 保健体育 図書  

長 四郎園莉音 川原颯之介 浦田愛理 

副 加納煌斗 久留主希空 深田琉世 

 ３年生の生徒会役員のみなさんありがとうございま

した。いいリーダーとして模範を示してくれました。

新生徒会役員はこれからよろしくお願いします。 

コアスクールプロジェクト【11/７(火)】 

今年度２回目のコアスクールプロジェクトによる授業公

開を２年３組の国語で中原麻美教諭が 

行い、全校職員で研修を深めました。 

市内の小・中学校からたくさんの先生 

方が参加してくださいました。 

 

鹿児島県PTA連合会事業計画から 

 鹿児島県 PTA 連合会は、重点運動項目として「３つの重点項目」や「県 P５つの実践」を設定し、学校の保護者

と教職員が一致協力した児童生徒の健全な育成を目指し、生涯学習の観点に立った諸活動を展開しています。毎年、

10 月～11 月にかけて、取組状況把握のための調査があり、結果がホームページで紹介されています。御家庭での

取組状況はいかかでしょうか。 

３つの重点項目 県 P５つの実践 

「食育」 「一家庭一家訓」 「我が家の教育の日」 〇 家庭で温かい会話を増やそう！ 

〇 学校教育の理解に努めよう！ 

〇 地域で子どもたちを見守ろう！ 

〇 会員相互のコミュニケーションを深めよう！ 

〇 生涯学習の実践に努めよう！ 

 食事のマナー、食習

慣、「体験活動」を通し

た感謝の気持ちの育

成など 

生活や学習習慣、地

域での過ごし方など

についての家族での

約束事など 

 家族での話合い、

体験活動日の設定、

ノーメディアデーの

設定など 

 

 


